
１．健康経営を始めるにあたっての課題	
「健康経営」とは、次のように定義されています。

「従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦
略的に実践することです。企業理念に基づき、従
業員等への健康投資を行うことは、従業員の活力
向上や生産性の向上等の組織の活性化をもたら
し、結果的に業績向上や株価向上につながると期
待されます。」（経済産業省HPより抜粋）
「健康経営」の定義を理解し、いざ健康経営を

推進していこうと考えた際に「何から始めたらよ
いのか？」「担当者一人で大丈夫か？」などが最
初に出てくる問題としてよくあります。また「他
社はどのように進めているのか」「健康課題が分
からない」「従業員に負担がかかるのではない
か？」などの懸念や、運営の段階では健康経営に
関わる作業に時間を割けない、人手が足りない、
といったお悩みが上げられます。

これらの課題の解決方法として、「健康経営コ
ンサルタント」や「健康経営支援サービス」など
の専門サービスの利用が有効となります。

２．法人の健康経営を支える関連サービス	
次項図１「健康経営を支える関連サービス（参

考資料：健康・医療新産業協議会 第７回健康投
資ＷＧ）」にもあるように、法人が効率的に、そ
して確実に健康経営を推進する目的で活用できる
様々なサービスが存在します。

そのサービス分野は多岐にわたりますが、健康
経営全体の企画・運営をサポートするサービスと
して「全体戦略策定・専門的フォロー」を行う

「健康経営コンサルティング」があります（図１
左上矢印の部分）。

コンサルティング以外にも、自社の取り組みを
組み立てる時、必要に応じて外部提供のサービス
を活用することで、よりスムーズに取り組みを進
めていくことが可能となります。

㈱オクタウェル（当社）では、健康経営コンサ
ルティングのほか、健康経営を推進するうえでの
様々なサービスを提供しています。

「健康経営Ⓡ」の推進において
コンサルティングサービスを利用するメリット

株式会社オクタウェル

健康経営のすすめ
（第５回）

※「健康経営Ⓡ」はNPO法人健康経営研究会の登録商標です。

３．健康経営コンサルティングを利用するメリット	
健康経営コンサルティングを活用する最大のメ

リットは、法人担当者が健康経営推進を通じて、
知見の高い専門家からのサポートを必要な時に受
けられることです。専門家からの支援により、効
率よく且つ質の高い取り組みを進めていくことが
出来ます。

健康経営は「一度やったら終わり」ではなく、
企業文化として根付くように継続していくことが
重要で、継続のための土台作りが必要となります。
初年度にしっかりと基礎を作ることで、経年でス
ムーズに進めていくことが出来ます。

４．健康経営コンサルティングの具体的なサポート内容
健康経営に関わる業務のサポート（担当者の業

務負担の軽減）、健康経営優良法人認定の取得に
向けた支援などが主な内容です。

当社の支援サービスの内容を参考に具体的な支
援内容について解説していきます。

健康経営を進めていく中では、まず一番はじめ
に「自社の健康課題の把握」を行います。現状の
取り組みを把握し、健康課題を見つけていきます。
専門家目線で全体を把握した後、計画を設定し、
タスク管理をしながら担当者と一丸となって進め
ていきます。また、進めていく中で計画の見直し
を行い、最終的には評価をします。そのほか、「健
康経営優良法人認定」の申請書を添削し、認定取
得に向けての準備などを行います。

当社サービスの場合は、健康経営優良法人認定
の評価項目「ヘルスリテラシーの向上」に該当す
る健康情報コンテンツを月1回発行、各種文書テ
ンプレートなどをご用意しております。

株式会社オクタウェルは、筑波銀行と連携し、地
域企業の健康経営を支援するサービスを提供して
います。ご関心のある方は、お取引のある筑波銀
行営業店にお声かけ下さい。
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健康経営のすすめ

参考資料：健康・医療新産業協議会  第７回健康投資 WG

健康経営を支える産業の創出：関連サービスの分類イメージ
 健康経営の普及拡大に伴い、様々な産業の活性化にもつながっている。
 各企業が健康経営に取り組む上で、自社の課題解決に資する適切なサポートを選択
できるよう、関連サービスの更なる育成が重要。

全体戦略策定・
専門的フォロー

産業医等専門職、コンサル

健康経営の実践を
支えるツール

人事労務業務効率化システム、
データプラットフォーム

ヘルスリテラシー向上
研修セミナー、Eラーニング、
ポスター、ヘルスツーリズム

オーラルヘルス
歯科検診、歯ブラシ、

歯磨き粉

早期発見・課題把握
健康診断、人間ドック

セルフマネジメント
ウェアラブルデバイス、健康
管理アプリ、家庭用計測器

たばこ対策
ニコチンパッチ、
禁煙支援アプリ

食生活・栄養
社員食堂、健康食
品、サプリメント、
食生活改善アプリ、

栄養指導

運動習慣
フィットネスクラブ、フィットネスア
プリ、運動器具、スポーツ系アパレル、
ウォーキングイベント、トレーナー

アルコール対策
依存セルフチェック、適正飲酒支援アプリ

重症化予防支援
産業医等専門職、
健康管理アプリ

睡眠習慣
機能性寝具、
睡眠管理アプリ

メンタルヘルス対策
ストレスチェック、心理カウンセリング、マインドフルネス

福利厚生代行
エンタメ優待、リフ
レッシュ・美容（エ
ステ・リラクゼー
ション）、一般用医

薬品購入補助
働きやすさ向上、社内コミュニケーション促進
組織風土診断ツール、勤務制度改善コンサル、勤怠管理
システム、テレワーク等システム整備、オフィス環境整
備（デスク・チェア・仮眠室）、社内コミュニケーショ

ンツール（SNS）、治療との両立のための相談窓口

感染症予防対策
予防接種、衛生用品

女性特有の健康課題対応
フェムテック（月経周期管理アプリ、オン

ラインカウンセリング）、生理用品

筋骨格系症状対策
低周波治療、マッサージ機、理学療法士

民間保険

※上記サービスは一例

生活習慣病対策

生産性損失対策 安心・安全な環境整備、エンゲージメント向上

付帯プランでの
ヘルスケアサー
ビスのパッケージ
提供、健康増進割
引など

図１．健康経営を支える関連サービス

Ｑ．従業員も少なく、人手も足りない、今から始める必要ある？
Ａ．管理が行き届く小規模な時点で取り組みを始めていくことはおすすめです。
　　コンサルティングサービスを活用することで、担当者の負担軽減ともなります。

Ｑ．「健康経営優良法人認定」の認定要件などが難しそうで、自社に出来るか不安
Ａ．コンサルティングサービスでは、まず認定要件の評価項目に沿って現状について把握し  

ます。全体を客観的に見ていくと、すでに取り組みが出来ていることなども多いです。
そしてその中から課題を抽出し、負担なく出来ることから優先度を考え、計画設定を行っ
ていきます。

Ｑ．どんなサービスを利用したらよいのか分からない
Ａ．各社様々なプランや料金設定があるため、より自社の進め方にあったプランを選びましょう。
　　当社の場合は、広く全体をサポートするプランや、ライトなプランなど企業様の状況に
　　応じて選択いただけるようなプランをご用意しています。

コンサルティング利用を検討されている際によくいただくご質問

2023年7月号　　筑波経済月報 23


